
【ポイント】 

・三角形をかいてから，コンパスをつかって４つ目

の頂点を決め，平行四辺形をかくことができる。 

小５年 解答とポイント  

１ 下の図と合同な平行四辺形を，本当の大きさでかきましょう。 

 

                 （例） 

                  ① 底辺になる５ｃｍの直線を引く。 

                  ② 分度器で７５°を測り，３ｃｍの辺を引く。 

                  ③ 平行四辺形の対角線になる直線を引き，三角形をかく。 

                    （三角形ＡＢＣ） 

                   ※合同条件「２つの辺とその間の角が等しい」 

                  ④ コンパスで，点Ａを中心として，半径５ｃｍ（ＢＣの長さ） 

                   の円の一部をかく。 

                  ⑤ 同様に点Ｃを中心とし， 

半径３ｃｍ（ＡＢの長さ） 

の円の一部をかく。 

                  ⑥ 交わった点をＤとして， 

平行四辺形ＡＢＣＤをかく。 

 

 

２ ヒントを手がかりにして，合同な平行四辺形をかきましょう。 

 ヒント①：底辺の長さは６ｃｍ 

 ヒント②：もう一方の辺の長さは５.５ｃｍ 

 ヒント③：対角線の長さは３.５ｃｍ 

（例） 

 ① 底辺になる６ｃｍの直線を引き，２つの頂点を決める。 

 ② それぞれの点から，５.５ｃｍと３.５ｃｍを半径とする円の一部をかく。 

 ③ 交わった点をもうひとつの点として三角形をかく。（三角形ＡＢＣ） 

  ※ 合同条件「３辺の長さが等しい」 

 ④ 点Ａから６ｃｍ，点Ｃから５５ｃｍを半径とした円の一部をかき，交わった点をＤとして平行四

辺形をかく。 

  ※ 平行四辺形は，傾きが逆になる場合もあります。 

 

合同な図形    形も大きさも同じ図形を調べよう 
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